

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































計分類」（International Statistical Classification of Diseases 















































































































































































































ト）年報』Vol. 3. 明石書店．pp. 6‒11.
市川宏伸（2014）「DSM-5で何が変わったか？」、一般社団法人日
本発達障害ネットワーク（JDDネット）編『発達障害年鑑：日
本発達障害ネットワーク（JDDネット）年報』Vol. 5. 明石書店．
6‒12.
石井哲夫（2005）「あとがき」発達障害の支援を考える議員連盟編
『発達障害者支援法と今後の取組み』ぎょうせい．225‒239.
木村祐子（2006）「医療化現象としての『発達障害』：教育現場にお
ける解釈過程を中心に」『教育社会学研究』79．5‒24.
国立障害者リハビリテーションセンター、出版年不明、「資料　強
度行動障害に関する研究と支援の歴史」（http://www.rehab.go.jp/
ddis_pdf/181c.pdf, 2017年７月10日アクセス）
厚生労働省（2005a）「第１回発達障害者支援に係る検討会　議事録」
（http://www.mhlw.go.jp/shingi/2005/01/txt/s0118-2.txt、2017年６月23
43
政策対象としての発達障害
日アクセス）
厚生労働省（2005b）「第１回発達障害者支援に係る検討会　資料」
（http://www.mhlw.go.jp/shingi/2005/01/s0118-7.html、2017年６月23
日アクセス）
厚生労働省（2005c）「第２回発達障害者支援に係る検討会　議事録」
（http://www.mhlw.go.jp/shingi/2005/01/txt/s0124-4.txt、2017年６月23日
アクセス）
厚生労働省（2005d）「第２回発達障害者支援に係る検討会　資料」
（http://www.mhlw.go.jp/shingi/2005/01/s0124-8.html、2017年６月23
日アクセス）
厚生労働省（2005e）「第３回発達障害者支援に係る検討会　議事録」
（http://www.mhlw.go.jp/shingi/2005/03/txt/s0315-2.txt、2017年６月23
日アクセス）
厚生労働省（2005f）「第３回発達障害者支援に係る検討会　資料」
（http://www.mhlw.go.jp/shingi/2005/03/s0315-3.html、2017年６月23
日アクセス）
文部科学省初等中等教育局特別支援教育課（2004）『小・中学校に
おける LD（学習障害）、ADHD（注意欠陥／多動性障害）、高機
能自閉症の児童生徒への教育支援体制の整備のためのガイドライ
ン（試案）』文部科学省．
文部科学省中央教育審議会初等中央教育分科会特別支援教育特別委
員会（2004）『特別支援教育を推進するための制度の在り方につ
いて（中間報告）（案）』文部科学省．
室橋春光（2016）「『学習障害』概念の再検討」『北海道大学大学院
教育学研究院紀要』124．13‒31.
21世紀の特殊教育の在り方に関する調査研究協力者会議（2001）
『21世紀の特殊教育の在り方について：一人一人のニーズに応じ
た特別な支援の在り方について（最終報告）』文部科学省．
野田聖子（2005）「議員立法としての発達障害者支援法の成立過程と
今後の取り組み」『さぽーと』日本知的障害者福祉協会．52(7)． 
34‒6.
大塚晃（2002）「自閉症・発達障害支援センターとその周辺の施策：
『発達リハビリテーション』の見地から」『月刊ノーマライゼー
ション』22.
杉山登志郎（2007）『発達障害の子どもたち』講談社現代新書．
竹内直樹（2008）「発達障害関連の臨床」、松本雅彦・高岡健編『発
達障害という記号』批評社．74‒88.
滝川一廣（2008）「『発達障害』をどう捉えるか」、松本雅彦・高岡
健編『発達障害という記号』批評社．44‒56.
滝村雅人（2008）「発達障害者支援法の意義と課題」『障害者問題研
究』36(1)．35‒40.
寺山千代子・東條吉邦（2002）「自閉症教育の流れ：20世紀から21
世紀へ」『植草学園短期大学紀要』 ３．3‒15.
特別支援教育の在り方に関する調査研究協力者会議（2003）『今後
の特別支援教育の在り方について（最終報告）』文部科学省．
山岡修・辻井正次・柘植雅義編（2007）『日本発達障害ネットワー
ク年報　2007（JDDネット年報）』創刊号．日本発達障害者ネッ
トワーク．
